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DB方式

11 百万円(年) 〇包括的民間委託により期待するコスト縮減効果見込
　①民間の創意工夫によるユーティリティ調達のコスト縮減
　→年3,000千円（４年総額12,000千円）
　②直営業務の削減に伴う公共人件費のコスト縮減
　→年8,000千円（４年総額32,000千円）

100 百万円(年) 従来通りの発注方法では、事業費16億円、工期７年間が必要であった
が、DB方式の導入により事業費を４億円削減、工期を２年間短縮するこ
とができた。
（工事期間は４年間のため、効果額は年１億円とした。）

実施予定

仕様発注における維持管理では効
果的かつ適正な運転管理が迅速に
行われていない状況があり、より効
果的な運転方法へ昇華させることを
目的に包括的民間委託の導入を進
めてきた。
令和４年度末に事業者選定は完了
し、令和５年８月１日より浄化セン
ター、中継ポンプ場及びマンホール
ポンプ32箇所の管理運営を包括的
民間委託として実施中である（契約
期間は４年）。

運転管理業務、各種点検・検査、
ユーティリティの調達・管理、１件
当たりの金額が一定額以下（１件
当たり130万円（税込）以下、単年
度当たり1,000万円（税込）以下）の
修繕等を含めた性能発注。

令和７年度までの概成（アクションプ
ラン）達成のため、未普及解消への
取り組みとして平成30年度から令和
４年度までの５ヵ年で設計施工一括
発注（ＤＢ）方式における下水道管
渠整備事業を実施した。
従来方式に比べ事業費の削減及び
工期の短縮ができ、供用開始の迅
速化による住民サービスの向上が
図られた。
令和５年度からは葉山浄化センター
水処理設備の増設、葉山中継ポン
プ場の汚水ポンプの増設をＤＢ方式
により実施している。また、現在
ウォーターPPP導入に向けても検討
中である。

BTO方式 　

取組事項 民間活用（包括的民間委託）

実施済 ●

公共施設等
運営権方式
（コンセッ
ション方式）

　

検討中

実施済 ●

年

取組事項 民間活用（ＰＰＰ/ＰＦＩ方式の活用）

　

平成

BOT方式

●

BOO方式

DBO方式
年 日

月

　

　

30 11 21

港湾運営
会社制度

　

公営企業の抜本的な改革の取組状況（令和6年3月31日時点）
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